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め、全国の児童養護施設（調査当時 579）の FSW へのアンケート調査（回収率 22.8％,有効 131 票）およ









































第４章では FSWへのインタビュー調査データの分析を行った。分析は、SCAT（Steps for Coding and 
Theorization）分析法を用い、4段階のスモールステップを踏みながらデータをコーディングし、ここから
導き出された概念をすべて用いて 6 つのストーリーラインを書き起こし、さらにそれを断片化することで












































要がある。                                      以上 























う関係を達成すること」であると暫定的に定義し、全国の児童養護施設（調査時 2011 年 11 月時点 579）



















第４章では FSW へのインタビュー調査データの分析を行った。分析は、SCAT（Steps for Coding and 
Theorization）分析法を用い、導き出された概念をすべて用いて 6つのストーリーラインを書き起こし、さ



































































も高まり、全体像が描けたのではないか。また、質的データ分析に用いたKJ 法や SCAT 法は、汎用
的に使用されてはいるが、このテーマとの適合性についてもさらに検討が必要と思われる。 










           結 論 
 本委員会の結論として、本論文が課程博士（社会福祉学）の学位を授与するにふさわしいと委員全
員が判断したことを報告する。 
以上 
 
